
 1 

170625 西安視察報告会                              

             発表：初谷 和迦（中学一年生） 

                   指導：初谷 賢一（ガバナンス研究科１２期） 

 

始皇帝と兵馬俑 

 

 これまで私は、国内の旅行しか行ったことがなかったので、今回の視察は初めての海外視

察になりました。父に「青山先生の都市調査の海外視察に、一緒に行くか？」と言われて、

「うん、行く！」と即答しました。視察先は中国。それも悠久の古都西安だったからです。 

 ちょうど父からその話があったのは、中学校に入学して間もなくの頃でした。歴史の教科

書が配られ、何気なくページをめくっていた所、一枚の写真に心を奪われました。それが、

この兵馬俑の写真です。私がこれまで見てきた日本の古墳の埴輪や土偶などに比べて、遥か

に壮大なスケールの歴史的遺産でした。しかも、およそ 2000 年も前に造られたと書かれて

います。誰が、何のために作ったのか？？？その時依頼ずっと、ハテナマークが浮かんでい

ました。 

 その兵馬俑に、まさか実際に訪問することができるなんて…私は胸が高まりました。謎を

解く大チャンスです。 

 

 ところで、最近、私と同じくらいの子どもによる「いじめ」のニュースを良く耳にします。

私達兄弟が通っていた小学校では、特別支援学級に通う弟に対して、同級生も上級生もみん

なが優しく接してくれました。しかし、高学年になるにつれ、心配になっています。弟に対

して偏見を持つこと無く受け入れてくれるだろうか。いじめられないだろうか。平和で争い

のない、みんなが優しい気持ちになれる学校になって欲しい。そして、いつの頃からか政治

家になりたいと思うようになりました。 

 そこで、西安視察にあたり、私は中国という巨大な国を治めた政治家とその功績を調べる

ことにしました。どのようにして平和で争いのない国を造ったのか知りたかったからです。

そして、調べた結果を、視察前の勉強会で、悠久の古都西安で活躍した６人の偉人として紹

介しました。秦の始皇帝、前漢の武帝、唐の則天武后、玄奨、楊貴妃と玄宗です。 

 その際、私が歴史の教科書でみた兵馬俑は、秦の始皇帝が自らのために造ったお墓の一部

であることを知ったのです。 

 

 ここでは、今回の視察でもっとも印象に残った、始皇帝の兵馬俑について、視察後、調べ

たことと私の考えを述べたいと思います。 

 

 １３歳で秦の王に即位した始皇帝は、今から２２００年前、不可能とされていた古代中国
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を統一し、初めての皇帝となったことで知られています。たった３０年で戦乱の世を平定し、

２０００年続く帝国の礎を造りあげたカリスマです。 

 始皇帝の功績は、とてつもなく広い領土を統治し平和な国をつくるために、厳格な法制度

による中央集権の統治体制を重視したことだそうです。中でも、租税制度の確立、道路網の

整備、そして文字や度量衡の統一など、より多くの人たちを統治するための合理的な政策が

有名です。 

 また、圧倒的な軍事力を背景に、自らの支配力を誇示するための土木事業を行いました。

その代表は、人類史上最大の建造物といわれる万里の長城です。北方の外敵から身を守るた

めの城壁は、全長 5,000 キロにも及ぶそうです。 

 

 そして、もう一つは今回の視察で訪れた兵馬俑を含む始皇帝陵です。始皇帝陵の地下空間

には青銅で閉ざされた理想の世界があると司馬遷は「史記」に書いています。地下宮殿には

帝国の縮図が描かれていて、水銀で満たされた川や海があるそうです。とにかく、私はとめ

どない巨大事業である兵馬俑の大きさに圧倒されました。おびただしい数の陶製の像はほん

の一部だそうです。兵士や馬の人形はどれも極めて精巧に造られていて、当時の戦乱の世の

様子が想像できます。 

 

 はじめは、ただそのスケールの大きさに驚くばかりでした。兵士の顔つきを見ると様々な

民族で構成されていることが分かります。どんな人でも平等にチャンスを与えてくれていた

のだと思いました。 

 しかし、しばらく眺めていると、私は少し怖くなってきました。なぜか、勇ましい筈の兵

士の目が、悲しく空虚に感じられてきました。なぜ、始皇帝は自分のお墓にこれほどまで執

着したのでしょうか。 

 これらの大事業を行うために何十万人、何百万人という名もない民衆が動員されました。

とてつもない時間と労力を必要とした兵馬俑は、いわば弱者の膨大な犠牲のもとに造られた

建造物です。また、始皇帝は、巨大な国家を築くために焚書坑儒に代表されるような極端な

政策を行いました。学者を生き埋めにしたのです。自分の都合の良い人物だけを置くように

なり、暴走を止める者はいなくなりました。やがて粛清を恐れ有能な側近がいなくなりまし

た。 

 このようにして、始皇帝は、罪のない沢山の人たちの命を奪うことによって、理想の国家

づくりを強行したのです。 

 

 始皇帝は晩年、自らがつくってきた大国の永続と、死の恐れから逃れるために自らの長寿

を結びつけ、不老不死を願ったとされています。永遠の命を願う始皇帝は、本気で徐福に不

老不死の薬を探してくるよう命じたほどです。さらに、自分が殺めた人たちから、あの世で
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仕返しされるとの幻想を抱くようになりました。その霊魂に対抗するために兵馬俑はつくら

れたといわれています。こうした始皇帝の言動は、人びとの恨みを買い、民衆の反発をうみ

ました。 

秦という国を存続させ、民衆の平和のために行った数々の政策が、逆に弱い人たちを苦し

めることになったことはとても皮肉なことだと思います。何より始皇帝自身も苦しんでいた

のだと思います。弱い人もみんなが穏やかに暮らせる世の中はどのようにすれば可能だった

のでしょうか。私の謎は深まるばかりです。 

 秦の始皇帝。彼は、民を苦しめた暴君だったのでしょうか？それとも戦乱の世を治め平和

をもたらした名君だったのでしょうか？ 

 

秦は、始皇帝の統一後、たった１５年で滅亡しました。 

秦の滅亡後、漢の劉邦は都を長安、いまの西安に定めました。劉邦は秦の支配体制を受け

継ぐ一方で、厳格な法律や圧政を見直して柔軟な統治を行いました。その後、漢王朝は 400

年近く続くことになります。 

 

 1987 年、兵馬俑は世界遺産に登録されました。 

 最近の発掘調査では、新たな出土品が出ています。実は始皇帝を護る地下の兵士と馬の軍

団だけではなく、陵墓の中にはいくつかの庭園があることが判りました。地下の楽園には、

戦争とは関係のない、青銅製の鶴や白鳥、楽器を奏でる人たち、力士などのスポーツを講じ

る人たちの像も次々に発見されています。もしかすると、みんなが追い求める平和の楽園が

眠っているのかも知れません。 


